
：アサリ養殖等

：カキ養殖

透明

開門により、現況に比べて排水門排水
回数が増えるため、ＳＳ濃度が増加

諫早湾北部沿岸では１年で数㎝のガタ
土が堆積

※濁りの着色は、ケース３－２開門方法の場合（１年目４月１７日）

調整池

（いさはや新池）

アセスでは、濁りや浮泥の堆積等により、アサリやカキ養殖等への影響を予測アセスでは、濁りや浮泥の堆積等により、アサリやカキ養殖等への影響を予測

S1

SS：懸濁物質量（濁りの指標）

・1年でガタ土が数㎝堆積

・ケース３－２と同じ開門方法で行われ
た平成１４年の短期開門調査でもアサリ
がへい死し、国は6,000万円の補償を
行っている。

・アサリは殻長の2～3倍のガタ
土堆積で100％へい死

・濁りが継続する場合、SS300㎎
/L以下でも成長に影響

アセスより

S1地点（北部排水門前）では、許容値の20倍
カキに壊滅的な被害を与えることは必至

アセスより

アサリやカキの養殖等に甚大な被害が
生じることは明らか

対策が示されていない

カキはSSが2㎎/L～20㎎/Lで成長に影響
－－－の範囲でカキの成長阻害

アセスより

稚貝は数㎝の堆積でも影響
を受けることから、アサリに
壊滅的な被害を与えること
は必至

SS：399㎎/L

現況

現況（H19）の排水実績約２．６億m3/年
に対し、ケース３－２の場合、海水導入
が約１０億m3/年、排水が約１０億m3/
年の合わせて２０億m3/年の出入り

単位：mg/L

現況より約８倍の水の出入りが
発生し、濁りが発生

S1

濁りがひどい

以上

SS：2㎎/L


